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INTERVIEW
特集：地方鉄道による相互直通運転への挑戦

［えちぜん鉄道・福井鉄道の取り組み］
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平
成
28
年
３
月
27
日
、
福
井
を
走
る
２
社
の
地
方
鉄
道
、

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
芦
原
線
と
福
井
鉄
道
福
武
線
が
、

福
井
市
の
田
原
町
駅
を
介
し
て
相
互
乗
り
入
れ
を
開
始
し
た
。

事
業
者
の
異
な
る
鉄
道
と
軌
道
の
直
通
運
転
は
全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、

し
か
も
再
生
の
道
を
歩
ん
で
き
た
両
社
で
あ
る
。

地
方
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
新
し
い
在
り
方
を
示
す

画
期
的
な
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業
に
向
け
、

地
域
鉄
道
を
基
軸
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
、

県
域
の
活
性
化
を
目
指
す
、
そ
の
政
策
と
戦
略
に
つ
い
て
、

西
川
福
井
県
知
事
に
お
話
を
伺
っ
た
。

福
井
地
域
に
お
け
る

鉄
道
の
維
持
と

地
方
都
市
の
活
性
化



相
互
乗
り
入
れ
を
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

―
―
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と
福
井
鉄
道
の
相
互
乗

り
入
れ
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

西
川　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
は
県
や
沿
線
市
町
が

関
与
す
る
上
下
分
離
方
式
に
よ
る
第
３
セ
ク

タ
ー
会
社
、
福
井
鉄
道
は
鉄
道
用
地
を
沿
線

３
市
が
所
有
す
る
民
間
資
本
に
よ
る
株
式
会

社
で
す
。
こ
れ
ら
異
な
る
事
業
者
に
よ
る
鉄

道
と
軌
道
の
相
互
乗
り
入
れ
は
全
国
初
の
事

例
で
す
。
ま
た
、
存
廃
問
題
を
乗
り
越
え

「
再
生
」
へ
の
道
を
歩
む
地
方
鉄
道
に
よ
る

も
の
と
い
う
意
味
で
、
本
県
の
鉄
道
史
に
お

い
て
も
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
言
え
ま

す
。
こ
の
画
期
的
な
出
来
事
が
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
一
体
と
な
っ
た
福

井
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
出
発
点
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
知
事
は
、
初
当
選
の
平
成
15
年
か
ら
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と
福
井
鉄
道

の
相
互
乗
り
入
れ
を
掲
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
改
め
て
当
時
の
状
況
と
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
込
め
た
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
川　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
前
身
で
あ
る
京
福

電
鉄
は
、
沿
線
の
少
子
高
齢
化
や
ク
ル
マ
社

会
の
影
響
で
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
に
入
っ
て
一
部
区
間
の
廃
止

を
表
明
す
る
な
ど
、
存
続
問
題
に
揺
れ
て
お

り
、
平
成
10
年
度
か
ら
３
年
間
行
わ
れ
た
県

と
沿
線
５
市
町
村
（
当
時
）
の
支
援
に
よ

り
、
何
と
か
運
行
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
最
中
に
二
度
の
正
面
衝
突
事
故
を
起
こ

し
、
平
成
13
年
６
月
、
国
土
交
通
省
か
ら
出

さ
れ
た
「
安
全
確
保
に
関
す
る
事
業
改
善
命

令
」
で
、
京
福
電
鉄
は
全
線
の
運
行
を
休
止

し
ま
し
た
。

休
止
の
間
は
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
高
校
生
が
バ
ス
に
乗
り
損

ね
た
り
、
沿
道
が
渋
滞
し
た
り
し
、
鉄
道
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
住
民
か
ら
鉄
道
存
続
を

願
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
県
は
沿
線
市
町

村
や
県
議
会
等
と
議
論
を
重
ね
、
撤
退
を
決

め
た
京
福
電
鉄
に
代
わ
り
、
設
備
投
資
は

県
、
経
営
は
沿
線
自
治
体
が
負
担
す
る
「
福

井
方
式
」
と
も
言
わ
れ
る
方
式
で
の
鉄
道
の

存
続
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
14

年
９
月
に
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
が
誕
生
し
ま
し

た
。こ

う
し
た
流
れ
の
中
で
、
私
は
平
成
15
年

の
１
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
福
井
元
気
宣

言
」
で
、「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
運
行
が
円
滑

に
進
む
よ
う
努
力
」
す
る
こ
と
を
お
約
束

し
、
併
せ
て
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
目
指
し

て
「
福
井
鉄
道
福ふ

く
ぶ武
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ

の
実
施
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
２
期
目
、
３

期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
「
相
互
乗
り
入

れ
の
実
現
」
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
鉄
道
事
業
者
の
事
情
も
あ
り
、
な
か

な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
か
ら
13
年
か
か
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
慨
深
い
で
す
。

地
域
鉄
道
が
県
内
移
動
の
幹
線
軸
と
な
る

―
―
平
成
21
年
に
は
、
福
井
鉄
道
が
国
の
鉄

道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
の
第
一
号
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
鉄
道
を
支
援
し
て
い
る

県
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

西
川　

鉄
道
の
運
行
の
支
援
は
、
一
般
的
に

は
沿
線
市
町
の
役
割
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
福
井
県
で
は
、
鉄
道
を
県
民
の
広
域
的

な
移
動
を
支
え
る
も
の
と
位
置
付
け
、
積
極

的
に
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
年
ご
と
の
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
に
は
、
沿
線
市
町
村
が
出
資
や
経

営
補
助
を
す
る
代
わ
り
に
、
県
は
運
転
再
開

の
た
め
の
資
産
取
得
や
設
備
投
資
を
支
援
し

ま
し
た
。
平
成
14
年
度
か
ら
の
第
一
期
計
画

と
平
成
24
年
度
か
ら
の
第
二
期
計
画
で
、
総

額
１
６
６
・
５
億
円
の
う
ち
県
が
93
・
５
億
円

を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
福
井
鉄
道
に
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
10
年
間
の
再
構
築
事
業
実

施
計
画
に
お
い
て
、
ま
ず
県
の
補
助
を
受
け

て
沿
線
３
市
が
鉄
道
用
地
を
取
得
し
福
井
鉄

道
に
無
償
貸
与
し
た
上
で
、
さ
ら
に
県
と
３

市
で
設
備
更
新
や
修
繕
維
持
費
用
を
負
担
し

ま
す
。
総
額
55
・
７
億
円
の
う
ち
県
の
支
援

は
27
・
１
億
円
と
、
確
か
に
か
な
り
の
金
額

に
な
り
ま
す
。

京
福
電
鉄
が
運
行
停
止
に
な
っ
た
当
初

は
、
福
井
県
は
ク
ル
マ
社
会
な
の
で
「
赤
字

を
抱
え
た
鉄
道
は
必
要
な
い
」
と
い
う
声
が

強
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

と
き
の
体
験
か
ら
、
福
井
は
住
民
も
行
政
も

地
域
鉄
道
を
大
切
に
す
る
土
地
柄
に
変
わ
り

ま
し
た
。
現
在
は
全
国
的
に
も
鉄
道
の
役
割

の
重
要
性
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
黎
明
期
と
も
言
え
る
時
代
で
す
。
あ

の
時
点
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
の
も
と
に

鉄
道
の
基
盤
を
つ
く
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

鉄
道
の
維
持
に
つ
な
が
る
、
非
常
に
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
の
鉄
道
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

鉄
道
事
業
者
や
地
域
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
に
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
だ
と
お

考
え
で
す
か
。

西
川　

鉄
道
事
業
者
は
、
安
全
な
運
行
を
確

保
し
た
上
で
、
地
域
住
民
や
来
訪
者
に
い
か

に
「
乗
っ
て
も
ら
え
る
鉄
道
」
に
す
る
か
が

重
要
で
す
。
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
で
鉄
道
が

改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
好
機
を
捉
え
て
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
井
鉄

道
に
は
と
も
に
住
民
の
サ
ポ
ー
ト
団
体
が
存

在
し
、
自
分
た
ち
が
「
乗
り
続
け
る
」
こ
と

こ
そ
が
鉄
道
存
続
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

理
解
を
得
て
い
ま
す
。
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
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井
鉄
道
と
も
に
利
用
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
二
つ
の
鉄
道
が
「
わ
た
し
た
ち
の
鉄

道
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
地
域
住
民
の
間

に
定
着
し
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
相
互
乗
り
入
れ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
整

備
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
川　

福
井
市
の
中
心
市
街
地
は
、
他
の
ま

ち
と
比
べ
て
も
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。

中
心
市
街
地
の
区
域
の
面
積
で
見
て
も
、
富

山
市
は
約
４
３
６
ha
で
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
周
辺
と

古
く
か
ら
の
中
心
市
街
地
が
２
極
化
し
て
い

ま
す
が
、
福
井
市
は
約
１
０
５
ha
の
中
心
に

Ｊ
Ｒ
駅
、
百
貨
店
、
福
井
県
庁
や
福
井
市
役

所
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
三
国
芦
原
線
が
市
街
地
北
部
か
ら
、

福
井
鉄
道
が
市
街
地
南
部
か
ら
直
通
し
、
田

原
町
駅
で
接
続
し
ま
す
。
田
原
町
駅
は
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
三
国
芦
原
線
の
中
間
駅
で
あ
り
、

福
井
鉄
道
の
終
点
で
、
周
辺
に
は
高
校
や
大

学
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
北
部
と
南
部
の
幹

線
軸
が
相
互
乗
り
入
れ
で
1
本
の
路
線
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
福
井
市
の
南
北

の
幹
線
軸
が
完
成
し
ま
し
た
。
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

―
―
利
用
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

西
川　

両
社
で
は
、
相
互
乗
り
入
れ
事
業
を

検
討
し
て
い
た
平
成
24
年
10
月
か
ら
、
先
行

し
て
乗
り
継
ぎ
割
引
を
導
入
し
、
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
整
え
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
乗
り
換
え
な
し
の
相
互
乗
り
入
れ
開
始

後
は
、
ま
ず
通
学
の
利
用
者
数
が
大
き
く
伸

び
、
そ
の
後
通
勤
利
用
に
も
確
実
に
つ
な

が
っ
て
き
ま
し
た
。
相
互
乗
り
入
れ
を
契
機

に
鉄
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
て
、
両
社
と

も
全
線
で
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
福
井
鉄
道
に
つ
い
て
は
福
井
駅
西
口
交

通
広
場
の
整
備
で
延
伸
、
福
井
駅
の
交
通
結

節
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

西
川　

福
井
駅
に
つ
い
て
は
、
福
井
鉄
道
を

延
伸
し
て
電
停
を
新
設
し
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
タ
ク
シ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
も
集
約
し
て

西
口
交
通
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
東
口
に

は
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
福
井
駅
が
あ
り
、
東
尋

坊
、
永
平
寺
、
恐
竜
博
物
館
、
一
乗
谷
、
芦

原
温
泉
な
ど
の
観
光
地
と
結
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
福
井
駅
の
東
西
に
福
井
の
公
共
交
通
が

集
約
さ
れ
、
駅
を
起
点
と
し
た
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
口
交
通
広
場
に
は
３
体
の
動
く

恐
竜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
配
し
、
Ｊ
Ｒ
福
井

駅
舎
壁
面
を
巨
大
な
恐
竜
の
イ
ラ
ス
ト
で

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
「
恐
竜
王
国
福
井
」
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
他
の
駅
に
は
な
い
イ
ン
パ

ク
ト
抜
群
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　新
幹
線
効
果
を
全
県
域
に
波
及
さ
せ
る

―
―
平
成
34
年
度
に
は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延

伸
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
井
県
の

交
通
政
策
は
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て

い
き
ま
す
か
。

西
川　

平
成
27
年
３
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
後
、
平
成
27
年
度
の
観
光
客
入
込

数
が
前
年
比
12
％
増
の
１
２
７
１
万
人
と
平

成
で
は
最
多
と
な
り
、
福
井
県
に
も
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
34
年
度
予
定
の

敦
賀
延
伸
開
業
に
よ
っ
て
、
県
内
に
は
「
芦

原
温
泉
駅
」「
福
井
駅
」「
南な

ん
え
つ越
駅
（
仮
称
）」

「
敦
賀
駅
」
の
４
駅
が
開
業
し
ま
す
。
こ
の

４
駅
効
果
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
、
県

民
の
新
幹
線
利
用
と
来
訪
者
の
県
内
移
動
の

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
福
井
駅
の
よ
う

に
、
新
幹
線
駅
を
拠
点
に
並
行
在
来
線
、
地

域
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
を
一
体
的
に
組
み
合
わ

せ
て
乗
り
継
ぎ
し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
網

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
県
で

は
、
敦
賀
市
、
あ
わ
ら
市
、
越
前
市
が
行
う

駅
前
広
場
な
ど
の
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

３
億
円
を
上
限
と
す
る
補
助
制
度
を
新
た
に

設
け
、
整
備
を
加
速
さ
せ
る
予
定
で
す
。

―
―
敦
賀
ま
で
の
開
業
に
よ
っ
て
福
井
・
金

沢
・
富
山
と
い
う
日
本
海
側
に
お
い
て
最
大

の
「
連
接
型
都
市
圏
」
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

西
川　

新
幹
線
が
開
業
す
る
と
、
福
井

－

金
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沢
間
の
所
要
時
間
は
約
20
分
、
金
沢

－

富
山

間
も
約
20
分
で
、
敦
賀

－

富
山
間
が
１
時
間

以
内
で
結
ば
れ
ま
す
。
非
常
に
近
く
な
り
ま

す
ね
。
福
井
県
に
生
活
の
拠
点
を
置
き
な
が

ら
、
金
沢
や
富
山
に
通
勤
・
通
学
で
き
る
環

境
が
整
い
ま
す
。

何
よ
り
、
福
井
県
と
東
京
が
初
め
て
直
結

し
、
福
井

－

東
京
間
は
約
２
時
間
50
分
で
結

ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
京
都
、
大
阪

と
つ
な
が
る
と
、
福
井
か
ら
大
阪
ま
で
約
50

分
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
リ
ニ
ア
が

通
れ
ば
、
中
京
圏
や
関
西
圏
に
対
し
、
北
陸

３
県
の
中
で
も
福
井
の
優
位
性
が
出
て
き
ま

す
。一

方
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
平
成
29
年

春
に
は
福
井
か
ら
大
野
ま
で
開
通
し
、
さ
ら

に
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業
時
ま
で
に
は
県
内

全
線
を
開
通
さ
せ
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
と

直
結
さ
せ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
整

備
さ
れ
る
と
鉄
道
・
道
路
の
高
速
体
系
が
一

通
り
完
成
し
ま
す
。

県
で
は
こ
う
し
た
高
速
交
通
の
開
通
効
果

を
最
大
限
に
高
め
、
県
内
全
域
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
、「
福
井
県
高
速
交
通
開
通
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
平
成
28
年
３
月

に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
構
想
・
検
討
段
階
と
は
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

西
川　

福
井
駅
西
口
で
は
、
戦
後
初
め
て
と

も
言
え
る
、
民
間
に
よ
る
大
規
模
な
再
開
発

の
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
と

も
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敦

賀
駅
周
辺
や
金
个
崎
周
辺
に
お
い
て
、
敦
賀

市
が
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
新
た
な
整
備
計

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
県
も
、
敦
賀
駅
に

現
存
す
る
転
車
台
の
活
用
な
ど
、
敦
賀
市
と

と
も
に
「
鉄
道
と
港
の
ま
ち
敦
賀
」
の
魅
力

拡
大
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
北

陸
本
線
が
並
行
在
来
線
と
な
り
ま
す
が
、
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
井
鉄
道
と
の
役
割
分
担
や

連
携
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

西
川　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
役
割
は
通
勤
・
通

学
だ
け
で
は
な
く
、
福
井
県
の
代
表
的
な
観

光
地
へ
の
重
要
な
交
通
手
段

で
も
あ
り
ま
す
。
福
井
鉄
道

は
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
に
並
行
す

る
約
21
㎞
の
鉄
軌
道
で
す

が
、
ほ
ぼ
１
㎞
ご
と
に
駅
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

さ
ら
に
沿
線
住
民
の
生
活
に

密
着
し
た
地
域
鉄
道
と
し
て

沿
線
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り

細
や
か
に
応
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
陸

本
線
は
南
北
の
重
要
な
幹
線
軸
で
あ
り
、
並

行
在
来
線
と
な
っ
た
後
も
引
き
続
き
、
通

勤
・
通
学
の
手
段
と
な
る
ほ
か
、
新
幹
線
と

の
乗
り
継
ぎ
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

再
生
を
果
た
し
た
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
井

鉄
道
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
地
域
の
足
と
し

て
の
地
位
を
確
た
る
も
の
に
す
る
、
い
わ
ば

第
２
ラ
ウ
ン
ド
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
の
中
で
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
、
通

院
、
観
光
と
い
っ
た
需
要
を
ど
の
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
て
沿
線
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か

が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
で
は
公
共
交

通
、
特
に
鉄
道
が
必
要
で
す
。
既
存
の
鉄
道

の
活
用
を
考
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
直

し
、
利
便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
北
陸
新
幹

線
敦
賀
延
伸
開
業
効
果
を
最
大
限
高
め
、
県

内
全
域
に
く
ま
な
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

も
、
県
内
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
整
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
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特集：地方鉄道による相互直通運転への挑戦
［えちぜん鉄道・福井鉄道の取り組み］

福井福井

芦原温泉芦原温泉

田原町田原町

越前武生

勝山

敦賀

南越（仮称）

中部縦貫自動車道
北陸自動車道

越美北線

小浜線

北陸本線

小松空港小松空港

越前大野越前大野

小浜小浜

若狭湾

琵琶湖

えちぜん鉄道

北陸新幹線

福井鉄道

三国港 福井～東京間
2時間50分
（△34分）
【北陸新幹線】

大野～名古屋間
2時間5分
（△25分）
【中部縦貫道】

■北陸新幹線敦賀延伸開業時の
　広域交通の拡がり


